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平成28年度農地パトロールの結果

市街化 区域 �市街化 調整区域 �合　計 

無断転用 �件（筆）数 �1（1） �0（0） �1（1） 

面積（ポ） �1，456 �0 �1，456 

遊休農地 �件（筆）数 �6（8） �0（0） �6（8） 

面積（ポ） �6，171 �0 �6，171 

2

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

市
内
の
農
地
を
地
区
ご
と
に
毎
年
確
認

農
業
委
員
会
で
は
、
1
0
～
日
月
に

か
け
て
市
内
農
地
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
無
断
転
用
や
遊
休
農

地
約
7
6
雪
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
、
無
断
転
用
等
の
所
有
者
に

対
し
て
は
、
改
善
さ
れ
る
ま
で
是
正

指
導
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

市
内
を
旧
村
単
位
の
5
ブ
ロ
ッ
ク
に

区
分
し
、
そ
の
区
域
内
の
農
業
委
員

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を
編
成
。
1
0

月
2
4
日
に
西
地
区
、
日
月
2
日
に
水

本
地
区
、
4
日
に
豊
野
地
区
、
1
0
日

に
南
地
区
、
1
7
日
に
北
地
区
を
巡
回

し
ま
し
た
。

雑
草
繁
茂
に
よ
る
農
地
の
荒
廃

は
、
病
害
虫
等
の
発
生
に
よ
り
、
近

隣
の
住
民
や
農
地
へ
も
影
響
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
改
善
さ
れ
る
ま
で
徹

底
し
た
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す。

◆
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
主
な
実
施
内
容

①
遊
休
農
地
お
よ
び
遊
休
農
地
の
お
そ
れ

の
あ
る
農
地
の
把
捉

②
農
地
法
の
許
可
（
届
出
）
案
件
の
履
行

状
況
の
確
認

③
農
地
の
違
反
転
用
の
早
期
発
見

④
相
続
税
又
は
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度

の
適
用
を
受
け
て
い
る
農
地
の
利
用
状

況
の
確
認
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r野菜の見本市」を開催

～農家と商業者の交流の場～

▼送付する農家台帳申告書のイメージ
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平
成
2
8
年
7
月
2
7
日
に
第
2
回
目
し
な
る
、
「
野
菜
の
見
本
市
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
で
飲
食
店
を
営
む
商
業
者
や
地
場
産
野
菜
を
使
用
し
た
い
事

業
者
に
、
寝
屋
川
で
採
れ
た
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
の
実
物
を
手
に

し
て
も
ら
い
、
地
場
産
野
菜
の
販
路
を
拡
大
す
る
た
め
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
農
業
者
側
は
　
「
寝
屋
川
市
農
業
研
究
ク
ラ
ブ
」
が
た
く
さ

ん
の
野
菜
を
用
意
し
、
各
地
で
開
催
し
て
い
る
朝
市
の
情
報
も
あ
わ

せ
て
展
示
し
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
多
く
の
来
場
が
あ
り
、
来
場
者
は
、

試
食
を
し
た
り
、
農
家
に
お
す
す
め
レ
シ
ピ
を
聞
く
な
ど
、
農
家
と

商
業
者
の
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

農
地
基
本
台
帳
の
記
載
内
容
の
確
認
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
度
、
農
地
基
本
台
帳
の
記
載
内
容
の
確

認
を
行
い
ま
す
。
今
後
、
農
家
の
み
な
さ
ま
に
現
在
の
農
地
基
本
台

帳
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
、
〝
農
家
台
帳
申
告
書
″
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
申
告
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
確
認
し
、

誤
り
や
異
動
、
記
載
漏
れ
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
訂
正
、
追
加
記
入
し
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
が
無
い
場
合
は
、
各
種
証
明
書
の
発
行
や
、
農
家

資
格
の
判
定
等
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
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轟農家参珍鞄彊匡艶器量身邸
～朝鋸さ寝座州手つ軋エコ・フェスタと同時開催～

4

第
3
5
回
寝
屋
川
市
農
業
ま
つ
り
が
、
日
月

2
0
日
（
日
）
に
打
上
川
治
水
緑
地
で
寝
屋
川

ま
つ
り
、
エ
コ
・
フ
ェ
ス
タ
と
同
時
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
い
つ
も
の
エ
コ
・
フ
ェ
ス
タ
に
加

え
、
寝
屋
川
ま
つ
り
も
同
時
に
開
催
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
に
な
い
賑
わ
い
と
な

り
、
3
万
8
千
人
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
米
粉
パ
ン
や
ボ
ン
菓
子
、
お
に
ぎ
り
、

も
ち
の
即
売
の
ほ
か
、
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
よ
る
か
や
く
ご
飯
や
ぜ
ん
ざ
い
、
味

噌
等
の
加
工
品
販
売
や
農
業
研
究
ク
ラ
ブ
に

よ
る
地
場
産
野
菜
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し

た。

ま
た
、
J
A
北
河
内
、
J
A
九
個
荘
の
各
種

販
売
、
北
部
共
済
の
模
擬
店
の
は
か
、
友
好

都
市
・
す
さ
み
町
の
特
産
物
や
寝
屋
川
市
郡

菊
花
会
の
菊
、
郷
土
銘
菓
開
発
協
議
会
の
和

菓
子
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

で
受
賞
し
た
プ
ラ
ン
の
展
示
、
試
食
、
販
売

な
ど
、
今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
は
、
日
月
9
日
に
開

催
さ
れ
た
　
「
農
産
物
品
評
会
」
　
の
各
入
賞
者

に
対
し
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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農地取得時の下限面積を協議
現行どおり20左‾で決定

本市で農地を取得する場合には、現在耕作している農
地（小作により借り受けて耕作している農地を含む）一と

新たに取得したい農地の合算で、20孟－（2，000Ⅰポ）に満た

なければ、農業委員会では耕作目的での農地取得の許可
をしていません。

この20㌃の下限面積が適正であるのか、8月に農政企

画委員会を開催して協議し、8月の農業委員会総会にお
いて、現行どおりとすることを決定いたしました。

－5－

ll
t
て
∵
も

j
」
′

平
成
2
8
年
度
寝
屋
川
市
農
産
物
品
評
会
が
、
日
月
9
日
（
木
）

に
市
立
中
央
公
民
館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

7
6
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
大
阪
府
知
事
賞
に
中
村
治
彦
さ
ん
（
美
井
元
町
）

の
だ
い
こ
ん
、
寝
屋
川
市
長
賞
に
奥
野
　
清
一
さ
ん
（
田
井
町
）

の
玄
米
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
が
選
ば
れ
る
な
ど
、
1
2
点
の
作
品
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■

　

　

1

、

凸
…
大
阪
府
知
事
糞
［
ダ
イ
コ
ン
］

中
村
　
治
彦
（
美
井
元
町
）

☆
寝
屋
川
市
長
覚
［
玄
米
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
］

鞍
　
奥
野
　
清
一
（
田
井
町
）

薗
北
河
内
農
業
協
同
組
合
組
合
長
覚［

ネ
ギ
］

奥
川
　
広
司
（
太
秦
元
町
）

忽
九
個
荘
農
業
協
同
組
合
粗
Å
長
安

［
柿
］

北
川
　
　
豊
（
仁
和
寺
本
町
二
丁
目
）

愈
大
阪
府
北
部
農
業
共
済
組
合

組
合
長
賓
　
　
　
　
　
［
は
や
と
瓜
］

瀧
口
　
　
満
（
河
北
中
町
）

禽
北
河
内
地
区
農
業
黍
異
各
連
合
会
会
長
覚

［
レ
タ
ス
］

田
中
　
信
雄
（
木
屋
町
）

愈
北
河
内
地
区
農
蕎
究
ク
ラ
ブ
漣
絡
協
観
会
合
婁

［
む
ら
さ
き
山
羊
］

阪
本
　
敏
昭
（
木
屋
元
町
）

薗
努
力
貴土

井

唐
努
力
覚松

本

［
と
う
が
ら
し
］

洋
治
（
寝
屋
一
丁
目
）

［
カ
ブ
ラ
］

責
（
寝
屋
一
丁
目
】

《敬称略》

ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に

は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

唐
寝
屋
川
市
農
業
委
具
合
会
長
糞
　
　
［
レ
ン
コ
ン
］

土
井
　
友
重
（
高
倉
一
丁
日
）

恵
鹿
屋
川
市
議
会
議
長
覚
　
　
　
　
［
ハ
ク
サ
イ
］

土
井
　
久
治
（
寝
屋
一
丁
目
）

癒
寝
屋
川
市
農
政
推
進
協
議
会
会
長
覚
［
キ
ャ
ベ
ツ
］

中
井
　
正
男
（
寝
屋
一
丁
目
）



第　78　号 ねやがわし農業委員会だよ　り　　　　　　　　　平成29年3月

空運軍学し⊥

寝屋川市農地の賃借料情報（10aあたり）

農地法第52条の規定に基づき賃貸借された

実勢の賃借料を集計（平成27年1月から12月

までの締結）しましたので情報提供します。

賃借料を決定する際の参考として御活用くだ

さい。

なお、この「賃借料情報」は、実勢の集計

値であり、拘束力はありませんので、実際の

契約の際には、貸し手と借り手の両者でよく

協議したうえで締結してください。

地域 �平均額 �最高額 �最低額 �データ数 

市内 全域 �22，017円 �35，361円 �0円 �29筆 

賃借（旧小作）関係にある農地について

①賃借（旧小作）関係にある農地を合意解約

する場合は、解約した日の翌日から起算して

30日以内に農業委員会へ通知を願います。

②賃借人（旧小作人）が死亡等の理由により

変更になった場合は、農業委員会への届出を

忘れずに行ってください。（相続が重なると

手続きが煩雑になります。）

⑳「農業をステキにしよう」

～「農」の未来設計図を描く～

「農家の活性化」をメインに、農家と地域の

つながり、農家とお客さんとのつながり、農家

同士のつながり。つながりを大事にしながら日

本の農業の未来を変えていく。「農業をステキ

にしよう！」との熱い想いで講演していただき

ます。

日時：平成29年3月18日（土）

へ　午前10時～11時30分

場所：市立中央公民館　4階　第2研修室

（池田西町28－22　市立総合センター内）

講師：白ハト食品工業株式会社

代表取締役　永尾　俊一　氏
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1
－
「
賢
k
阿
仁
ー

平
成
2
7
年
度
ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ
ガ
ワ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い

て
、
商
業
部
門
賞
を
受
賞
し
た
大
阪
府
立
大
学
工
業
高
等
専
門
学
校
の
　
〝
は
ち
か

づ
き
ち
ゃ
ん
の
お
吸
い
物
″
　
の
試
作
品
を
同
校
が
作
成
し
、
昨
年
の
農
業
ま
つ
り

会
場
で
試
食
を
行
い
ま
し
た
。
本
市
に
伝
わ
る
民
話
「
鉢
か
づ
き
姫
」
　
に
ち
な
ん

だ
お
吸
い
物
で
、
試
作
品
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
寝
屋
川
市
農
業
研
究
ク
ラ
ブ

も
協
力
し
、
寝
屋
川
産
の
野
菜
を
使
用
し
て
試
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
農

業
ま
つ
り
で
行
わ
れ
た
試
食
で
は
、
用
意
し
た
3
0
0
食
が
あ
っ
と
い
う
間
に
無

く
な
り
、
試
食
し
た
人
か
ら
「
お
い
し
い
。
」
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
美
し
い
。
」

等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

捗
ち
か
づ
i
）
ち
ゃ
ん
の

窮
境
い
物
ワ
口
琴
エ
ウ
ト
進
行
中
－
・

・
】
、
．
こ
、
p
J
■
署
壬
t
l
－
「

1
∵
イ
」
1
・
観
転
宅
倭
箋
磨


